
 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 この一年間大変お世話になりました 

３月１８日(金)に６名の卒業生が巣立ち、２５日は１～５年生の修了式を行いました。卒業生にと

っては２００日間、１～５年生にとって２０４日間。それぞれ自分のめあてに向かって、努力してき

た日々だったことでしょう。 

令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の春の第４波、夏の第５波、冬の第６波と、感染者が増

えたり減ったりを繰り返す中、マスク着用や手洗い、ソーシャルディスタンスをとるなど感染症対策

をとりながら、できることをできるようにやった学校生活だった気がします。 

多くの行事が中止や縮小になりましたが、子ども達は、我慢したり、考えて行動することを、本当

によく頑張ったと思います。さらに、合同運動会、オンライン授業、野菜販売、岩戸神楽舞発表、観

光ガイドなど、学校の外とつながる学習に取り組み、今まで以上に主体的に頑張ったと思います。「知

りたい、分かりたい、伝えたい」など、「～したい」という思いを持ち、自分から積極的に人や物に

はたらきかける姿を、これからも目指していきたいと思います。地域の方々も、子ども達の「したい」

という気持ちをサポートしたいと言われていました。 

保護者の皆様、地域の皆様、本校の教育にご支援ご協力いただきましたことに深く感謝いたします。

ありがとうございました。 

宇部市立万倉小学校長  校長  堀 明美 

 

令和３年度 第７５回卒業証書授与式 

３月１８日(金)に、来賓８名の方にご臨席いただき、無事に卒業証書授与式を行うことができまし

た。卒業生６人は、小学校課程を修了した証書を堂々とした姿で受け取ることができました。「お別

れの言葉」では、在校生は卒業生への感謝の思いを伝え、卒業生は６年間の思い出と在校生へのエー

ル、保護者や地域の方々への感謝の思いを伝えました。卒業生も在校生もとても立派な態度でした。 

校長式辞では、次頁の内容(抜粋)を卒業生への贈る言葉としています。 

また、見送り式では、雨ということもあり地域の方の見送りは

ありませんでしたが、新メンバーになったマーチングの初演奏を

聴きながら、卒業生は保護者の方と一緒に体育館の花のアーチを

くぐりました。そして６年間の思い出と感謝の気持ちがつまった

「思い出のランドセル」をかけ、万倉小を巣立っていきました。 

いつも卒業生を心から応援してくださった皆様、本当にありが

とうございました。 

校訓「元気・本気・根気」     令和４年３月末号 

 
 

【教育目標】「地域を愛し、人を大切にする子どもの育成」 
【めざす学校像】「ともに伸びる」 
【チャレンジ目標】「あいさついちばん やさしさいちばん やりますいちばん」 

万倉小だより 
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《１ 月》 
10日（火）３学期 始業式 
24日（火）参観日・学校保健安全委員会 

《２ 月》 
10日（金）仮入学 

《３ 月》 
21日（水）参観日・学級懇談会 
17日（金）卒業証書授与式 
24日（金）修了式 

《４ 月》 
18日（金）１学期 始業式 
11日（月）入学式 
26日（火）希望家庭訪問① 
27日（水）希望家庭訪問② 
29日（金）つつじ祭り 参加 

《５ 月》 
22日（金）参観日・学級懇談会 

ＰＴＡ総会 
《６ 月》 

25日（日）参観日（新体力テスト） 
学校保健安全委員会 

13日（金）移動音楽教室 
15日（水）５・６年社会見学 

《７ 月》 
11日（金）３～６年アクトビレッジ小野 
19日（火）１学期末個人懇談会 
20日（水）１学期 終業式 

《８ 月》 
25日（木）２学期 始業式 

《９ 月》 
22日（金）人権参観日・夏休み作品展 
29日（金）３・４年社会見学 
18日（日）楠校区敬老会 参加 

《１０月》 
21日（土）小学校・地区合同運動会 
23日（月）振替休日 
12日（水）～ 13日（木） 

６年修学旅行 
24日（月）～ 25日（火） 

５年自然体験学習 
《１１月》 

19日（土）参観日・二分の一成人式 
23日（水）万倉天神祭 参加 
24日（木）振替休日 

《１２月》 
26日（火）持久走大会 
22日（木）２学期末個人懇談会 
23日（金）２学期 終業式 

令和三年度は、コロナ禍のため、教育活動も変化し、想定外のこともありました。しかし、これからは、さらに複雑

で予測困難な時代を迎えると言われています。皆さんは、社会の変化に対応しながら、自らの力で将来を切り拓

き、主体的にそしてたくましく生きていかなければなりません。 

皆さんは、この万倉小学校で、「あいさつ・やさしさ・やります」の三つの「いちばん」をめざし、日々努力を積み重

ね、自分を磨いてきました。この経験は、皆さんの明日や未来の経験につながり、「自分のものさし」となっていくこと

でしょう。皆さんが卒業制作できれいに塗り替えてくれた六色鉄棒も、下級生に使われ、愛され、未来につながっ

ていくことでしょう。 

皆さんが今日あるのは、皆さんの努力はもちろんですが、何よりもご家族の支えがあったことを忘れてはなりませ

ん。学校に入学し、大きなランドセルを背負って通い始めた日から、いつも皆さんのことを見守ってこられました。こ

の六年間の皆さんの成長を心から喜んでくださっていることでしょう。 
また、地域の方々は、皆さんの成長をわが子のように楽しみにしておられ、皆さんを見かけると、声をかけてくださ

いました。そして、先生方は、温かく時には厳しく見守り、皆さんの成長一つ一つを心から嬉しく思っていました。たく

さんの方々の想いや願いを受け、感謝の気持ちを心に留めて、これからの自分の進む道を切り拓く力を身につけ

てください。 
卒業に際して皆さんに、吉田松陰先生の言葉を送ります。「志を立ててもって万事の源となす」 

これは、「何事をするにも志がなければならない。だから、志を立てることが第一である」という意味です。「志」と

は、「心に思い決めた目的や目標のこと」です。志を立てて、未来に進んでいってください。応援しています。 
結びにあたり、卒業生の皆さんの新しい門出を祝福するとともに、皆さんの将来に幸多かれと祈念し、式辞とい

たします。 

 

いいスタートが
切れるように、生
活リズムを整え
て、しっかり準備
しましょう！ 


